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・日本消防検定協会              P２ 

 

・一般財団法人 日本防火・防災協会      P７ 

 

・全国消防長会                P８ 

 

・財団法人 日本消防協会           P９ 

 

・一般社団法人 日本火災報知機工業会     P１１ 

 

・ガス警報器工業会              P１３ 

 

・一般財団法人 日本防火・危機管理促進協会  P１４ 
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住宅用火災警報器設置対策事業（≪  日本消防検定協会  ≫） 

 

１．≪   日本消防検定協会   ≫の重点的取組 

住宅用火災警報器の設置効果に関する調査研究 

 

２．平成２５年度実施中事業 

事業名 平成２５年度実施中事業（実績を含む。） 

住宅用火災警報

器の設置効果に

関する調査研究 

平成 24 年 3 月の住警器設置効果・維持管理等報告書（平成

23 年度）において住宅用火災警報器が設置されているにも

かかわらず、住警器が作動した場合でも、作動しなかった場

合でも同じように死者が発生しているという報告がされて

いた。 

また、報告には、作動しないで死者が発生した理由が不明と

いう数値が多いこと、また、作動したにもかかわらず死者が

発生している。そこで、死者の発生した状況等を明らかにす

るため調査を行うこととした。 

調査研究事業の内容は、平成 24 年中の死者が発生した住宅

火災について、住宅用火災警報器の設置、作動及び死者の状

況について情報を集め、分析検討をする。（中間報告） 
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住宅用火災警報器の設置効果に関する調査研究 

 
 
【 調査に至る経緯 】 
昨年度、当協会が報告した「住警器設置効果・維持管理等調査研究報告書」（平成２３年度）

の内容に、次の表が含まれていた。 
 
表 2－1－4 住宅火災の人的被害状況（住警器設置・作動状況別）   
（平成 22 年中、火元建物用途別：一般住宅（主に一戸建て））  ―部分抜粋－ 

 住警器設置有り 
火災件数 該当住戸数 

1,000 万戸当たりの 
火災件数 

死者数 

住
警
器
作
動
状
況 

合  計 ９７２ ７７３ ９９ 

住警器作動有り ５５４  ４８ 

住警器作動無し ４１８  ５１ 

 住警器作動無し 
（維持管理不適・故

障） 

３６  ２ 

住警器作動無し 
（その他・不明） 

３８２  ４９ 

 
住警器設置有りの住戸において、９９名の死者が発生 
⇒ 住警器が作動したにもかかわらず、４８名の死者が発生 
⇒ 住警器が設置されているにもかかわらず作動せず、５１名の死者が発生 
  そのうち、４９名については作動無しの原因が不明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 調査の着眼点 】 
 
◇ 住警器が作動したにもかかわらず、何故、死者が発生したのか 
◇ 設置されていた住警器は、何故、作動しなかったのか 

（維持管理不適・故障以外の理由は何か） 
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全国の消防本部より必要な情報を入手可能な一般財団法人全国消防協会に調査を委託 
（別紙・調査フォーマットにより情報を収集） 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 詳細な調査を行うために必要な情報 】 
 
・死者は住警器の作動に気づくことができたのか 
⇒｢作動した住警器が設置されていた部屋」と「死者が発生した部屋」との位置関係 
・作動した住警器は、どの部屋に設置されていたのか 
⇒「住警器が設置されていた部屋」と「出火した部屋」との位置関係 
・住警器は火災を感知できる場所、状況であったのか 
⇒住警器の「作動」、「不作動」に関するより詳細な情報 

 
＜ 調査経過 ＞ 

 
住警器設置義務対象物で死者が発生した住宅火災・・・８６６件 

（死者数・・・９７７人） 
 
 
【 調査の過程で判明した事項 】 
◇住警器が設置されていたにも関わらず、死者が発生した火災 
・出火室の住警器は作動したが、死者は出火室以外で発見されている 
・出火室に住警器は設置されておらず、他の室に住警器が設置されていたため作動せず、死者

も他の室で発見されている 
 
 
【 今後詳細に調査していくこと 】 
・出火室で住警器が作動したが、死者が発生した理由 
・出火室に住警器が設置されていたにもかかわらず、作動せず、死者が発生した理由 
・出火室で住警器が作動したが、別の部屋で死者が発生した理由 
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住宅用火災警報器設置対策事業（≪（一財）日本防火・防災協会≫） 

 

１．≪   一般財団法人 日本防火・防災協会   ≫の重点的取組 

婦人（女性）防火クラブによる活動の支援 

 

２．平成２５年度実施中事業 

事業名 平成２５年度実施中事業（実績を含む。） 

住宅用火災警報

器 の 適 正 な 設

置・維持管理方法

等の普及啓発 

住警器の適正な設置及び維持管理方法等に関するリーフレ

ットを作成し、婦人防火クラブ等を通じて配布することによ

り普及啓発活動を実施し、設置率及び適正な維持管理の向上

を図る。 
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住宅用火災警報器設置対策事業（≪  全国消防長会  ≫） 

 

１．≪   全国消防長会   ≫の重点的取組 

住宅用火災警報器の設置対策の推進に係る消防本部間の情報共有及び情報提 

供等 

 

２．平成２５年度実施中事業 

事業名 平成２５年度実施中事業（実績を含む。） 

住宅用火災警報  

器設置対策連絡  

会による検討 

 

全国消防長会各支部（９支部）及び都道府県消防長会（北海 

道は５地区協議会）において、住宅用火災警報器設置対策連 

絡会を開催し、未設置世帯への働きかけ及び維持管理対策の 

状況等について情報交換を行う。 

会議等における  

情報交換 

 

全国消防長会で開催する各種会議において、住宅用火災警報 

器設置対策に関する取組状況等について情報交換を行い、結 

果について全国の消防本部に情報提供を行う。 

全国消防長会情  

報管理システム  

等による情報提  

供 

全国消防長会情報管理システム及び機関紙等において、住宅 

用火災警報器設置対策の取組等に関する情報を継続的に掲 

載する。 

 

住宅用火災警報  

器の設置効果に  

関する調査 

（（一財）全国消 

防協会） 

日本消防検定協会からの委託により、全国の消防本部に対し 

て、住宅用火災警報器の設置効果について調査を実施する。 
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住宅用火災警報器設置対策事業（≪財団法人 日本消防協会≫） 

 

１．≪財団法人 日本消防協会≫の重点的取組 

 

 

２．平成２５年度実施中事業 

事業名 平成２５年度実施中事業（実績を含む。） 

ラジオ放送によ

る広報 

 ニッポン放送をキー局とした全国３０局ネットで、消防応

援団の方々にゲストとしてご出演いただいているラジオ番

組『おはよう！ニッポン全国消防団』において、住宅用火災

警報器の設置促進及び適正な維持管理等を中心に住宅防火

対策全般について広報を実施しており、平成２５年度中に計

５２回の放送を予定しています。（毎週土又は日放送） 

研修及び各種イ

ベント等の機会

を捉えた住警器

の普及並びに住

宅防火対策の推

進 

 消防団員指導員研修及び全国女性消防団員活性化大会等

において住警器の効果的な普及活動について情報交換を行

うとともに、各種イベント及び平素の消防団活動等のあらゆ

る機会を通じて住宅防火対策を推進しています。 
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【別添（≪財団法人 日本消防協会≫）】 

ラジオ放送 

 ニッポン放送をキー局として、ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」

を全国３０局ネットで毎週放送。消防応援団の方々をゲストパーソナリティに迎

え、消防団の活動を広報し理解を深めるとともに、住警器設置の推進及び適正な

維持管理をＰＲしています。 

【放送期間】平成２５年４月から平成２６年３月（１年間） 

【放送時間】毎週（土曜日）又は（日曜日）の１０分番組 
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住宅用火災警報器設置対策事業（一般社団法人日本火災報知機工業会） 

 

１．一般社団法人日本火災報知機工業会の重点的取組 

住宅用火災警報器の性能や効果・適切な維持管理の広報等 

 

２．平成 25 年度実施中事業 

事業名 平成 25年度実施中事業（実績を含む。） 

住宅用火災警報

器の維持管理リ

ーフレット等の

配布 

設置後の住宅用火災警報器の維持管理のために平成 24 年度

に作成した、警報が鳴ったときの対処方法、作動確認の方法、

汚れたときの手入れ方法等について紹介したリーフレット

「取り付けただけではダメ！住宅用火災警報器」等を配布し

ている。 

啓発用品（マグネ

ットクリップ）の

作成 

住宅用火災警報器を設置した方に作動確認を行ってもらえ

るよう「住宅用火災警報器の警報音を聞きましょう！！」の

見出しを印字したクリップを作成する。 

住宅防火防災推

進シンポジウム

への協力【別添】 

平成 25 年度に開催されるシンポジウムに説明員を派遣し、

展示パネルによる機器の展示・説明、冊子配布等による普及

促進活動を実施する。 

住宅用火災警報

器相談室の運営

【別添】 

フリーダイヤル（0120-565-911）による相談室を継続して運

営し、各種相談に対応する（平成 24年度の相談件数：1,453

件）。 

社会貢献事業へ

の住宅用火災警

報器の提供【別添】 

一般社団法人全国消防機器協会の社会貢献事業に住宅用火

災警報器を寄贈する（平成 25年度は、20地区に対して合計

2,000個を寄贈）。 
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【別添（一般社団法人日本火災報知機工業会）】 

○住宅防火防災推進シンポジウムへの協力 

（展示品）           （住宅用火災警報器の説明） 

     

○住宅用火災警報器相談室の運営 

（相談件数）         （相談内容：平成 24年度の件数順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○社会貢献事業への住宅用火災警報器の提供 

     （事業イメージ）           （寄贈実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16年度  ３地区に 合計 1,000個 

平成 17年度 10地区に 合計 2,000個 

平成 18年度 15地区に 合計 2,000個 

平成 19年度 20地区に 合計 2,000個 

平成 20年度 20地区に 合計 2,000個 

平成 21年度 29地区に 合計 4,000個 

平成 22年度 30地区に 合計 4,000個 

平成 23年度 20地区に 合計 2,000個 

平成 24年度 20地区に 合計 2,000個 

平成 25年度 20地区に 合計 2,000個 
 
 

平成 16年度～25年度の計 

187 地区に 合計 23,000個 

平成 17年度  5,717件 

平成 18年度  8,385件 

平成 19年度  6,320件 

平成 20年度  10,165件 

平成 21年度  6,798件 

平成 22年度   6,828件 

平成 23年度       5,254件 

平成 24年度       1,453件 

平成 25年度※   350件 

※平成 25年 4月～8月までの計 

 

 

① 設置場所に関すること 

② 種類に関すること  

③ 販売店等に関すること 

④ 販売価格に関すること 

⑤  設置義務違反罰則の有無に関する 

こと 

⑥ 条例の制定時期及び内容に関する

こと 

⑦ 取付方法に関すること 

 

一般社団法人日本火災報知機工業会 

一般社団法人全国消防機器協会 

（社会貢献委員会） 
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住宅用火災警報器設置対策事業（≪  ガス警報器工業会  ≫） 

 

１．≪   ガス警報器工業会   ≫の重点的取組 

 

 

２．平成２５年度実施中事業 

事業名 平成２５年度実施中事業（実績を含む。） 

住宅用火災・ガス・

ＣＯ警報器の普及

に係る広報 

1. ポスター「ガス警報器設置・交換運動、住宅用火災・ＣＯ警報

器設置促進運動」及び冊子「ガスもれ事故防止の手引き」を作

成してＬＰガス、都市ガス、簡易ガス事業者及び消防本部等、

関係団体に配布。 

2. 住宅防火対策推進シンポジュウム及び国際福祉機器で「住宅用

火災・ガス・ＣＯ警報器」の普及と期限(維持)管理の必要性を

啓発。 

3. 一般紙全国版広告「ガス警報器設置・交換運動、住宅用火災・

ガス・ＣＯ警報器」の普及と期限（維持）管理の必要性を啓発。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 
 



住宅用火災警報器設置対策事業（(一財)日本防火･危機管理促進協会） 

 

１．(一財)日本防火･危機管理促進協会の重点的取組 

  住宅防火対策推進協議会の事務局として、広く住警器の普及啓発等を実施 

２．平成 25 年度実施中事業 

事業名 平成 25年度実施中事業（実績を含む。） 

住宅防火防災推進

シンポジウムの開

催【別添】 

消防団や婦人(女性)防火クラブ、自主防災組織、町内会等の地域防

災組織のリーダー等に対し、住宅防火防災の基礎知識の普及や住警

器等の設置促進・維持管理の徹底などの啓蒙等のため、全国３カ所

（岐阜県、福岡県、長野県）で実施する。なお、各会場で関係団体

の協力を得て住警器等の実物を展示する。 

住宅用防災機器等

展示会出展事業【別

添】 

高齢化社会における住宅防火意識の高揚を図るため、「国際福祉機器

展 H.C.R.2013」に出展し、日本防炎協会、消防試験研究センター、

日本火災報知機工業会、日本消火器工業会、ガス警報器工業会及び

日本消火装置工業会と協力して、住警器などの展示・説明を行う。（平

成２５年９月１８日～２０日に東京ビッグサイトで実施） 

高齢者の住宅火災

による死者数の低

減を図るための調

査分析事業 

高齢者の住宅火災による死者数の低減を図るために、高齢者等に対

する今後の住宅防火対策や普及啓発などの参考となる基礎資料を作

成し、住警器等のさらなる普及につながる情報を消防本部に提供す

る。 

若年層への住宅防

火を推進・啓発する

教材等の作成配布 

小学校高学年向け住宅防火防災の啓発教材を作成し、消防本部に配

布する。この中では家庭における住警器の必要性を強調する頁が含

まれており、子どもを通じて家族への住警器設置促進を図る。 

家庭向け「防火・防

災コンパクトガイ

ド」の作成配布【別

添】 

家庭向けの「防火・防災コンパクトガイド」を作成して消防本部等

に配布し、家庭における住宅防火防災対策の普及を図る。この中で

住警器の維持管理の必要性などを啓発している。 

子ども向け住警器

設置促進用シール

の作成【別添】 

前年に引き続き、子どもに人気のある漫画キャラクター「クレヨン

しんちゃん」を使った住警器ＰＲ用シールを作成し、消防本部等に

廉価で販売し、子どもを通じて家族への住警器設置促進を図る。（平

成 25年 8月 14日まで） 
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【別添（一財）日本防火･危機管理促進協会）】 

〇住宅防火防災推進シンポジウム（昨年度の例） 

 平成２４年 11月 9日（山形県会場 参加 357名） 

 

 

 

〇住宅用防災機器等展示会出展事業（昨年度の例） 

 平成２４年９月２６日から２８日までの３日間、

東京国際展示場（東京ビッグサイト）で開催され

た「第３９回国際福祉機器展」に、住宅用火災警

報器、住宅用消火器、住宅用スプリンクラー及び

防炎品等の普及促進を主体とした住宅用防災機器

等の展示と、住宅防火意識の高揚を図るための広

報等を目的に出展 

 

 

〇家庭向け「防火･防災コンパクトガイド」の作成配布 
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〇子ども向け住警器設置促進用シールの作成 
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